
保育内容(言葉)
Teaching Methods of Child-care

Contents（Language）
52307 児玉珠美 共通 1 必修 1後期

科目の概要
　本科目においては、領域「言葉」のねらい及び内容を踏まえ、1年前期「幼児と言葉」で学んだ子どもの言葉の発達に即して、言葉を育む保育活
動を考案する計画力と実践力を身に付けることを目的とする。園生活における様々な子どもの言葉の問題の事例を通して、保育者の援助のあり方に
ついて考え、子どもが言葉で伝え、友だちや先生と心を通わせる楽しさを味わえる保育活動について学ぶ。また、絵本の読み聞かせやごっこ遊び等
の教材を活用し、子どもたちが言葉による伝え合いの楽しさを実感できる遊びを援助していく実践力を模擬保育を通して習得する。

学修内容 到達目標

① 領域「言葉」のねらい及び内容と指導上の留意点と評
価の考え方を理解する。
② 子どもの言葉を受け止め、表現を豊かにしていく保育
者の援助や指導について、保育場面の事例を通して学ぶ。
③ 子どもの言葉の表現を育む教材や情報機器を活かした
保育指導
④ 人形劇公演を通して、言葉の表現の可能性について学
び、自己の課題を発見する。

① 領域「言葉」のねらい及び内容と指導上の留意点と評価の
考え方を説明することができる。
② 子どもの言葉を受け止め、表現を豊かにしていく保育者の
援助や指導について、保育場面の事例を通して考察すること
ができる。
③ 子どもの言葉の表現を育む教材や情報機器を活かした保育
指導案を作成し、模擬保育を通して実践することができる。
④ 人形劇公演を通して、言葉の表現の可能性について学び、
自己の課題を発見し、記述することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 自分自身の言語活動をみつめなおし、保育者として子どもたちのモデルとなるような言葉
を日常的に使う努力をする。

働きかけ力

実行力 課題レポートに、主体的かつ積極的に取り組みことができる。

考え抜
く力

課題発見力 乳幼児の言葉を育むために、何をしていくべきか、常に省察し、課題を見出していく姿勢
を持つことができる。

計画力

創造力 乳幼児が楽しめる言葉を使った遊び等を考案していくことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業中にまわりが理解しやすいように、自分の意見を整理しながら、述べることができ
る。

授業中は、他者の発言に集中し、自分と異なる意見を尊重することができる。

遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルー
ルを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト： 川勝泰介他編著『ことばの表現力を育む児童文化』萌文書林、教員の作成プリント
参考文献：無藤隆『はじめての幼保連携型認定こども園・教育保育要領ガイドブック』フレーベル館（1000円）
　　　　　無藤隆監修・高濱裕子編『事例で学ぶ保育内容言葉』萌文書林（2000円）

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：幼児と言葉・幼児と人間関係・幼児と環境・児童文化・乳児保育
資格との関連：幼稚園教諭二種、保育士

学修上の助言 受講生とのルール

・日常生活の中で、言葉による伝え合いを大切　にしてい
くこと。
・子どもたちの言葉を育む多くの児童文化財に　積極的に
触れるよう努力すること。

・私語や勝手な言動をする学生は、授業を受ける権利はな
いとする。
・授業態度(参加態度や出席状況)及び発表内容、提出レ
　ポートによって評価する。
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別
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

レベルS(秀)は、レポート、成果発表が非常に優れてお
り、主体的に課題を発見し解決していく姿勢がみられるこ
とが基準となる。
レベルA(優)は、レポート、成果発表が優れており、社会
人基礎力も高い評価を得ることが基準となる。

レベルB（良）は、レポート、成果発表が自分なりの工夫
がなされた形で完了し、社会人基礎力が平均的に評価され
ることが基準となる。
レベルC(可)は、レポート、成果発表がやや不完全な点は
あるが、完了し、会人基礎力が平均的に評価されているこ
とが基準となる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

小テスト

①

30

・園生活における言葉の援助についての各事例学修終了後に、事例
プリントに記入したレポートを提出するので、自分の考察と授業を
通して学んだ内容　を記述しておくこと。
・模擬保育指導案及び実施後の振り返りシートを提出に向けて、
テーマをしっかり設定して取り組むようにすること。
・DVD視聴後には、内容からの学びをレポートとしてまとめ、提出
するので、視聴しながらメモ等をしっかりと取ること。

② ✓

③ ✓

④

レポート

①

60

・「言葉」を育む保育の実際の授業において、教材研究及び指
導案を作成し、模擬保育を実施する。模擬保育が最も重要な
課題及び評価対象となるので、日常的に言葉を育む教材等に　つい
て調べておくこと。

②

③ ✓

④

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

(主体性)
自分自身が言葉による伝え合いを大切にし、保育者として子どもたちのモデルとなるような言葉を日常的に使う努力をすることができ
る。
(実行力)
課題に対し積極的な自主学修をし、できる限りの努力をもって完成させること
ができる。
(課題発見力)
乳幼児が言葉に興味関心を持つための保育者としての語りかけ方や、遊び等について考え、課題を見出していく姿勢を持つことができ
る。
(創造力)
幼児の言葉を育くんでいく言葉遊びや児童文化を活用したオリジナリティある保育指導案を考案し、作成することができる。
(発信力・傾聴力)
授業中に他者が理解しやすいように、自分の意見を整理しながら述べること
とができ、他者の発言に集中し、自分と異なる意見を尊重することができる。
(規律性)
遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。欠席した場合は、欠
席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

② ✓

③ ✓

④

社会人基礎力
（学修態度）



レベルB（良）は、レポート、成果発表が自分なりの工夫
がなされた形で完了し、社会人基礎力が平均的に評価され
ることが基準となる。
レベルC(可)は、レポート、成果発表がやや不完全な点は
あるが、完了し、会人基礎力が平均的に評価されているこ
とが基準となる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・保育所保育指針・幼保連
携認・
定こども園教育保育要領・
幼稚
園教育要領を通して、領域
「言葉」のねらい及び内容
を学ぶ。さらに、他領域と
の関連について理解する。
・毎回の絵本読み聞かせ担
当を決める。

講義 保育所保育指針・幼保
連携認定こども園教育
保育要領・幼稚園教育
要領に提示されている
領域言葉に関する事項
ついて理解し、概説す
ることができる。

(予習)シラバスを読み、
疑問点を挙げておく。
（復習）保育所保育指
針・幼保連携認定こども
園教育保育要領・幼稚園
教育要領に提示されてい
る領域言葉について概説
できるようにする。

180
主体性
傾聴力
規律性

2

・絵本読み聞かせ発表（3
～4名）
・保育者としての声の表
現について学ぶ。いろい
ろな声を表現する。
・挨拶・自己紹介等を実
際にする。日常の基本的
な言葉の発音を練習す
る。

質疑応答による前回授
業内容のフィードバッ
ク
成果発表
演習

絵本の読み聞かせ方法
の基本について理解で
きる。
・保育者として必要な
声の表現について理解
し、実践できる。

(予習)絵本の読み聞か
せ方法について確認す
る。
（復習）挨拶や言葉の
発音を各自練習する。 180

主体性
傾聴力
規律性

3

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・保育場面に応じた声
の表現について考え、
発表する。
・言葉を育む様々な遊
びについて、保育活動
の中への導入方法につ
いて学ぶ。

成果発表
演習
グループディスカッ
ション

・保育場面に応じた声
の表現について理解で
きる。
・言葉を育む様々な遊
びについて、保育活動
の中への導入方法につ
いて理解できる。

（予習）予習の課題レ
ポートを完成し提出す
る。
(復習)言葉を育む遊び
について保育活動の中
への導入方法を確認し
ておく。

180
主体性
傾聴力
規律性

4

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・素話・ストーリーテ
リングについて学ぶ。

成果発表
質疑応答による前回授
業内容のフィードバッ
ク
演習
グループディスカッ
ション

素話・ストーリーテリ
ングについて概要を説
明することができる。

(予習)素話・ストー
リーテリングについて
基本内容をテキストで
確認しておく。
（復習）素話・ストー
リーテリングについて
概説できるようにまと
める。

180
主体性
傾聴力
規律性

5

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・素話のテーマとなる
自然の素材を探し、物
語のテーマ及びプロッ
トを考える。

成果発表
演習
グループディスカッ
ション
全体ディスカッション
によるフィードバック

・素話のテーマとなる
自然の素材を探し、物
語のテーマ及びプロッ
トを考えることができ
る。

(予習)自然をテーマに
した絵本や物語につい
て調べておく。
（復習）自然の素材か
ら想像するイメージを
まとめておく。

180 創造力
発信力

6

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・お話創り
物語の創作をする。物
語を素話として語る練
習をする。

成果発表
演習
グループディスカッ
ション
全体ディスカッション
によるフィードバック

・物語を素話として語
る練習に積極的に関わ
る努力をすることがで
きる。

（予習）物語創作を完
成させる。
（復習）発表に向け
て、練習に取り組む。

180

課題発
見力
創造力
発信力

7

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・素話発表
創作した物語を、模擬
保育を想定し、グルー
プごとに
発表する。

成果発表
演習
グループディスカッ
ション
全体ディスカッション
によるフィードバック

・グループごとの発表
に、積極的に関わる努
力をすることができ
る。

（予習）物語創作を完
成させる。
（復習）発表に向け
て、練習に取り組む。

180

課題発
見力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・素話発表
創作した物語を模擬保
育を想定し、グループ
ごとに発表する。

成果発表
演習
グループディスカッ
ション
全体ディスカッション
によるフィードバック

グループごとの発表
に、積極的に関わる努
力をすることができ
る。

（予習）発表に向け
て、練習に取り組む。

180

課題発
見力
発信力
傾聴力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

・人形劇団観劇をす
る。
・終演後、人形劇や話
し方のレクチャーを受
ける。

観劇
感想レポート

・観劇に集中し、表現
について学ぶ姿勢がみ
られる。
・観劇レポートを提出
することができる。

(予習)人形劇につい
て、テキストで基本的
内容を確認しておく。
（復習）観劇感想レ
ポートを完成し提出す
る。

180

実行力
課題発
見力
傾聴力

10

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・ペープサート作品創
作
素話をペープサートを
使った作品として創作
する。ペープサート制
作

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・ペープサート作品創
作
素話をペープサートを
使った作品として創作
する。ペープサート制
作

ペープサート作品発表
に向けて、ペープサー
ト制作に自主的に関わ
る努力をすることがで
きる。

（予習）ペープサート
制作に向けて、登場人
物等をまとめ、イメー
ジデッサンを描いてお
く。
(復習)ペープサートの
絵人形等を各自完成さ
せる。

180
創造力
発信力
規律性

11

・絵本読み聞かせ発表
（3～4名）
・ペープサート作品創
作
ペープサートとナレー
ションやセリフを完成
し、グループごとに発
表練習をする。

成果発表
演習
グループディスカッ
ション
全体ディスカッション
によるフィードバック

グループの発表練習に
積極的に関わる努力を
することができる。

復習）自分の担当部分
の表現について、発表
できるように練習す
る。

180
創造力
発信力
規律性

12

模擬保育①
・ペープサート発表
グループごとに、園児を対象
としたペープサート作品を発
表する。他グループは感想
シートを記入し、毎グループ
終了後に意見交換を通して
フィードバックする。発表グ
ループは振り返りシートを通
して、今後の課題発見をす
る。

成果発表
全体ディスカッション
全体ディスカッション
によるフィードバック

・発表グループについ
ての感想シートを完成
させることができる。
・発表における表現に
真摯に取り組むことが
できる。

（予習）グループ発表
に向けて、各自の表現
や全体表現を工夫す
る。

180

課題発
見力
発信力
傾聴力

13

模擬保育②
・ペープサート発表
グループごとに、園児を対象
としたペープサート作品を発
表する。他グループは感想
シートを記入し、毎グループ
終了後に意見交換を通して
フィードバックする。発表グ
ループは振り返りシートを通
して、今後の課題発見をす
る。

演習
全体ディスカッション
によるフィードバック

・発表グループについ
ての感想シートを完成
させることができる。
・発表における表現に
真摯に取り組むことが
できる。

予習）グループ発表に
向けて、各自の表現や
全体表現を工夫する。

180

課題発
見力
発信力
傾聴力

14

模擬保育③
・ペープサート発表
グループごとに、園児を対象
としたペープサート作品を発
表する。他グループは感想
シートを記入し、毎グループ
終了後に意見交換を通して
フィードバックする。発表グ
ループは振り返りシートを通
して、今後の課題発見をす
る。

成果発表
全体ディスカッション
によるフィードバック

発表グループについて
の感想シートを完成さ
せることができる。
・発表における表現に
真摯に取り組むことが
できる。

（予習）グループ発表
に向けて、各自の表現
や全体表現を工夫す
る。
(復習) 180

課題発
見力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

各グループごとのディ
スカッションを通し
て、授業の振り返りを
する。学んだこと、学
びが不十分だった点等
を明らかにし、今後の
課題を発見する。

成果発表
全体ディスカッション
によるフィードバック

自分たちの発表の振り
返りや15週に授業の振
り返りを通して、今後
の課題を明らかにす
る。

(予習)授業で学んだこ
と等を発表できるよう
にまとめておく。
（復習）振り返りシー
トを完成し、提出す
る。

180
実行力
課題発
見力


